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鹿児島市セーフコミュニティ・鹿児島市高齢者の安全対策委員会

※ 新しいはきものはつまずきやすいので、慣れるまでは用心する。
　 安全性が高いと思われるウォーキングシューズやスニーカーは、ぬれた路面
　 やちょっとした段差で、すべったりつまずいたりすることもあるので、油断
　 しないようにしましょう。

事故による被害を軽減するためにヘルメットを着用する。



転倒予防！転倒予防！ 自宅の中の危険箇所をチェック！自宅の中の危険箇所をチェック！

【階段】
階段にすべり止めと手すりをつける。

ちょっとした段差をなくす。
１、２cmの小さな段差こそ気をつけましょう。

【廊下】
足元照明の設置

【家の中】
スリッパをはかず、素足かすべり
止めつきの部屋履きを！

【寝室】
寝床から届く位置に照明を設置
(トイレまでの通路に照明をとりつける )

【玄関】
段差を小さくする、マットの確認、
踏み台、手すりの設置

【浴室】
すべりやすく転倒しやすいので、手すり
やすべり止めマット等の設置

【トイレ】
深夜、充分に目覚めていないままの
トイレ移動は危険！

【リビング】
室内の電化製品のコードに足を
引っ掛けないようまとめておく。

【全体的に】
新聞や雑誌を散らかしたままに
しない。きれいにかたづける。

ここが危険！

ここが危険！

転倒しないために

介護保険住宅改修費の支給

高齢者等住宅改造費の助成

● 整理整頓を心がけ、廊下等に不要物を置かない。
● 足元が暗い場所に照明を設置する。
● 段差に目印のテープを貼る。
● 階段に手すりをつける。

　手すりの取付けや段差解消といった小規模改修に対し、
利用者負担の割合に応じて改修費 (最大20万円 )の一
部を支給します。
　対象者：要介護又は要支援の認定を受けている方
　・改修については事前に申請が必要です。
　・新築・増築を伴う場合は対象になりません。
　詳細については介護保険課 (216ー 1280) へ

　高齢者、重度身体障害者の方がお住まいの住居を高齢
者・障害者に適応するように改造する為の費用の一部を
助成します。(所得制限あり )
　対象者：① 介護認定を受けた高齢者
　　　　　② 身体障害者手帳1～2級の方
　詳細については、
　　①は長寿支援課 (216ー 1266)
　　　又は谷山福祉部福祉課 (269ー 2145) へ
　　②は障害福祉課 (216ー 1273)
　　　又は谷山福祉部福祉課 (269ー 8472) へ

みんなでつくるセーフコミュニティかごしまみんなでつくるセーフコミュニティかごしま 鹿児島市では、地域住民、団体、行政が一緒になって事故やけがの予防に取り組んでいます。
セーフコミュニティは、WHO( 世界保健機関 )が推奨している取組で、国際認証制度があり、鹿児島市は、
2016年 1月に認証を取得し、さらに2021年 1月には再認証を取得しました。

◎セーフコミュニティとは…「事故やけがは原因を調べ対策を行うことにより、予防できる」という考えのもと、みなさんの身近で起こっている事故やけがを予防する取組のことです。

※ 下の図を使って、実際にご自宅をチェック　 してみましょう。


